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６
月
１４
日
、人
文
・
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
学
科
の
３
ゼ
ミ
合

同
で
「
味
の
素
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」

（
Ｎ
Ｔ
Ｃ
∥
東
京
都
北
区
西

が
丘
）を
訪
問
し
ま
し
た
。

Ｎ
Ｔ
Ｃ
は
、
２
０
０
８
年

に
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
競
技
者

が
国
際
大
会
に
お
け
る
総
合

的
競
技
力
の
向
上
を
図
る
た

め
に
設
置
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ

界
待
望
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
レ
ベ

ル
の
中
核
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
拠

点
。
隣
接
す
る
国
立
ス
ポ
ー

ツ
科
学
セ
ン
タ
ー
（
以
下
Ｊ

Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
と
連
携
し
、
ス
ポ

ー
ツ
科
学
・
医
学
・
情
報
を

取
り
入
れ
た
効
果
的
な
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
と
サ
ポ
ー
ト
体
制

を
整
え
て
い
ま
す
。

今
回
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
の
目
的
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に

興
味
を
持
つ
学
生
た
ち
が
日

本
代
表
選
手
た
ち
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
場
や
サ
ポ
ー
ト
の
内

容
を
知
る
こ
と
で
す
。

参
加
者
は
ま
ず
、
日
本
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｊ
Ｏ

Ｃ
）
の
担
当
者
か
ら
、
Ｎ
Ｔ

Ｃ
の
概
要
と
役
割
に
つ
い
て

映
像
と
ス
ラ
イ

ド
に
よ
る
説
明

を
受
け
、
館
内

を
見
学
し
ま
し

た
。地

下
１
階
、

地
上
３
階
（
敷

地
面
積
１
万
９

９
４
１
平

方

㍍
、
延
べ
床
面

積
２
万
９
０
５

８
平
方
㍍
）
の

広
い
館
内
に
ボ

ク
シ
ン
グ
、
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
、

バ
レ
ー
ボ

ー

ル
、
レ
ス
リ
ン

グ
、
柔
道
、
卓

球
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
、
テ
ニ
ス

な
ど
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
場
が
あ

り
ま
す
。
実
際

に
グ
ラ
ブ
を
付

け
て
リ
ン
グ
に

上
が
る
な
ど
し

て
体
感
、
プ
レ

ー
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
し

た
。視

察
の

後

は
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
担

当
者
に
質
問
、
見
識
を
深
め

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ

Ｓ
情
報
研
究
部
研
究
員
か
ら

日
本
代
表
選
手
団
等
に
実
施

し
て
い
る
情
報
戦
略
事
業
に

つ
い
て
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
受
け
ま
し
た
。
日
本

選
手
団
の
実
力
分
析
、
情
報

を
意
思
決
定
者
に
届
け
る
ま

で
の
過
程
、
情
報
の
活
用
方

法
、
政
策
決
定
へ
の
か
か
わ

り
な
ど
多
く
の
情
報
提
供
を

受
け
ま
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
ゼ
ミ
生

た
ち
の
活
発

な
意
見
に
研

究
員
が
答
え

ら
れ
な
い
場

面
も
あ
り
、

ゼ
ミ
で
の
事

前
学
習
が
効

果
を
発
揮
し

ま
し
た
。

今
後
も
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
で

は
、
ス
ポ
ー

ツ
（
特
に
ト

ッ
プ
ス
ポ
ー

ツ
）
の
さ
ま

ざ
ま
な
場
を

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
し
、
本

学
学
生
や
教
職
員
に
報
告
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
来
は
見
学
が
で
き
な
い

時
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
特

別
な
配
慮
を
し
て
い
た
だ
い

た
Ｊ
Ｏ
Ｃ
事
務
局
の
方
々
と

Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
情
報
研
究
部
の
ス

タ
ッ
フ
に
感
謝
し
ま
す
。

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
日
本
選
手
は
ど
ん
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
ん
だ
の

か
…
…
。
文
学
部
人
文
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
科
の
ス
ポ
ー
ツ
を
研
究
す
る
３
つ
の
ゼ
ミ

（
相
澤
勝
治
ゼ
ミ
、
久
木
留
毅
ゼ
ミ
、
平
田
大
輔
ゼ
ミ
）
の
ゼ
ミ
生
１４
人
が
、
選
手
団
の

拠
点
と
な
っ
た
「
味
の
素
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
し
た
。
そ
の
様
子
を
久
木
留
毅
准
教
授
に
寄
稿
し
て
い
た
だ
い
た
。
久
木
留
准
教
授
は

現
在
、
日
本
代
表
選
手
団
本
部
員
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
に
滞
在
し
て
い
る
。

７
月
６
日
、
大
学
院
文
学

研
究
科
で
研
究
す
る
留
学
生

た
ち
が
、
本
学
図
書
館
の
貴

重
書
「
向
井
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

※
」
を
閲
覧
し
た
。

江
戸
期
の
書
物
（
和
本
）

を
囲
ん
だ
の
は
板
坂
則
子
研

究
室
で
江
戸
文
学
を
研
究
す

る
大
学
院
博
士
後
期
課
程
の

マ
リ
ア
・
ブ
ー
ニ
ョ
さ
ん

（
イ
タ
リ
ア
）
、
江
戸
期
の

草
双
紙
の
研
究
で
日
本
滞
在

中
の
米
オ
レ
ゴ
ン
大
学
院
生

の
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
・
ミ
ュ
ラ

ー
さ
ん
ら
６
人
。

ミ
ュ
ラ
ー
さ
ん
ら
は
江
戸

期
の
変
体
仮
名
の
解
読
も
勉

強
し
て
お
り
、
板
坂
文
学
部

教
授
の
解
説
を
聴
き
、
柳
亭

種
彦
の
草
双
紙
と
読
本
（「
偐

紫
田
舎
源
氏
」、「
正
本
製
」

な
ど
）
、
曲
亭
馬
琴
の
草
双

紙
と
読
本
（
「
南
総
里
見
八

犬
伝
」
な
ど
）
、
吉
原
細
見

な
ど
を
熱
心
に
読
み
、
「
実

際
に
１８
、
１９
世
紀
の
書
物
を

手
に
取
れ
る
こ
と
は
本
当
に

し
あ
わ
せ
」
―
―
と
見
事
な

作
品
群
に
驚
嘆
の
声
を
挙
げ

て
い
た
。
７
月
末
に
は
オ
レ

ゴ
ン
大
学
か
ら
馬
琴
研
究
者

の

G
l
y
n
n
e

W
a
l
l
e
y

准

教
授
も
加
わ
り
、
向
井
文
庫

所
蔵
本
を
囲
ん
だ
。

「
向
井
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

は
同
図
書
館
の
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ

（
オ
ン
ラ
イ
ン
蔵
書
目
録
）

に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
海
外

の
研
究
者
か
ら
も
注
目
を
浴

び
、
閲
覧
希
望
も
多
い
。

※「
向
井
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

在
野
の
江
戸
文
化
の
研
究

家
、
故
向
井
信
夫
氏
が
収
集

し
た
江
戸
時
代
後
期
の
戯
作

本
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。
読

本
、
草
双
紙
、
洒
落
本
、
人

情
本
の
原
本
な
ど
で
、
４
千

作
・
３
万
５
千
冊
が
２
０
０

９
年
、
専
修
大
学
図
書
館
所

蔵
に
移
譲
さ
れ
た
。

「
コ
ン
ニ
チ
ハ
」
「
グ
ー

テ
ン
モ
ル
ゲ
ン
」
―
―
。
６

月
２９
日
、
文
学
部
日
本
文
学

文
化
学
科
の
板
坂
則
子
ゼ
ミ

生
５０
人
と
ド
イ
ツ
の
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
大
学
で
日
本
学
を

学
ぶ
学
生
３０
人
が
「
ネ
ッ
ト

会
議
シ
ス
テ
ム
」
で
結
ん
で

共
同
授
業
を
行
っ
た
。
両
大

学
生
は
相
手
方
の
映
像
を
見

な
が
ら
活
発
に
討
論
し
た
。

当
日
は
学
園
祭
「
黒
門
祭
」

の
開
催
日
で
、
授
業
が
公
開

さ
れ
た
。

日
本
時
間
午

後
２
時
４０

分

は
、
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
午
前
７

時
４０
分
で
、
７

時
間
の
時
差
を

越
え
て
の
授
業

だ
。
統
一
テ
ー

マ
は
「
異
文
化

と
の
接
触
‥
文

学
の
翻
訳
、
カ

ル
チ
ャ
ー
シ
ョ

ッ
ク
」。

板
坂
教
授
と
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大

の
ギ
ド
ー
・
ボ
ル

デ
リ
ン
ク
准
教
授

が
進
行
役
と
な

り
、
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
大
生
が
▽
森

鷗
外
の
『
舞
姫
』

▽
村
上
春
樹
の

『
偶
然
の
旅
人
』

を
見
る
―
―
を
テ

ー
マ
に
。
板
坂
ゼ

ミ
生
は
▽
「
弁
当

文
化
」
▽
「
テ
ロ

マ
エ
・
ロ
マ
エ
」

―
―
を
テ
ー
マ
に

発
表
し
、
質
疑
応

答
が
行
わ
れ
た
。

「
弁
当
文
化
」

に
つ
い
て
は
「
日

本
男
子
は
料
理
好
き
が
多
い

と
聞
い
た
が
な
ぜ
？

男
子

が
�
彼
女
�
の
た
め
に
弁
当

を
作
っ
て
い
る
の
か
」
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
質
問
が
日

本
側
に
寄
せ
ら
れ
た
。

途
中
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

大
の
シ
ュ
バ
ー
ト
・
シ
ラ
ヴ

ェ
ッ
ツ
副
学
長
が
画
面
に
登

場
し
て
あ
い
さ
つ
し
、
「
Ｖ

Ｃ
（
バ
ー
チ
ャ
ル
・
ク
ラ
ス

ル
ー
ム
）
っ
て
本
当
に
素
晴

ら
し
い
活
躍
！
」
と
の
コ
メ

ン
ト
を
い
た
だ
く
な
ど
、
終

始
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気

で
進
め
ら
れ
た
。

シ
ス
テ
ム
操
作
を
担
当
し

た
今
井
佳
那
子
さ
ん
（
３
年

次
）
は
「
途
中
、
映
像
の
乱

れ
も
あ
っ
た
が
、
日
ご
ろ
か

ら
訓
練
し
準
備
を
し
て
い
る

の
で
、
『
な
に
が
起
こ
っ
て

も
大
丈
夫
』
と
言
い
聞
か
せ

な
が
ら
進
め
た
」
と
話
す
。

同
学
科
で
は
ア
ジ
ア
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
の
大

学
と
、
日
本
文
学
・
文
化
研

究
に
取
り
組
む
海
外
の
教
員

に
よ
る
遠
隔
授
業
、
海
外
の

大
学
生
と
の
共
同
授
業
を
行

っ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
と
の

共
同
授
業
は
今
年
度
２
度
目

で
、
今
後
は
学
生
同
士
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
話
し

合
い
や
共
同
講
義
が
予
定
さ

れ
る
。

大学時代、ある友人がこう言いまし

た。「大学のたった４年間で満足に学

べるのは、正しい知識を得る方法と語

学ぐらいだ」と。やけに説得力のある

言葉でした。それは今でもそうだろう

なと思っています。

経済学、法学、文学、歴史学など皆

さんが学ぼうとしている学問は奥深い

ものです。４年間の大学の課程で到達

できるのは、それぞれの学問分野の入

り口くらいまででしょう。ただ、語学

は４年間頑張れば、それなりの力をつ

けることができます。語学に限って言

えば、若くて頭が柔軟であればあるほ

ど、早く身につきます。

英語を中学・高校と６年間もやって

きたのに使い物にならない、と言う人

は多いでしょう。でも待ってくださ

い。コツコツと勉強してきてそれでも

出来ないのでしょうか？ きっとそ

うではないはずです。

最近、「勉強しないで聞き流すだ

けでよいのです」と銘打ち、宣伝を

している語学教材がありますが、私

はきちんとした語学力はやはり勉強

しないと身につかないと考えます。

確かに外国語をたくさん聞いて耳を

慣らしていくことや、表現を暗記し

て繰り返すことは語学力向上に効果

があります。

私も中学・高校時代、英語のテキ

ストや詩を繰り返し音読し暗誦した

ものです。ただ、自分で表現したい

ことは、暗記だけでは表現できませ

ん。外国語として学ぶ以上、その構

造や最低限の約束事（つまり文法）

を分かっていないと、いつまでもき

ちんとした言葉を使えるようにはな

りません。（ＬＬ研究室ホームペー

ジ「外国語のススメ」に続く）

＊全文はＬＬ研究室ホームページで

独独
フフ
ララ
ンン
クク
フフ
ルル
トト
大大
生生
とと
ネネ
ッッ
トト
授授
業業

国内の中核拠点を探索
文学部人文・ジャーナリズム学科のスポーツ３ゼミ

▲ 施設を見学するゼミ生たち

文
・
板
坂
ゼ
ミ
生

映像通じて「弁当文化」など論議

▲ 専大からの質問も活発

文
学
部
・
久
木
留

毅
准
教
授

寄
稿

▲ 「がんばれニッポン」の大旗を前に

▲ フランクフルト大のコンテンツを見る

実際に体感、情報戦略事業にも触れる

▲ スペインバスク地方サン・セ

バスティアンのコンチャ海岸

江
戸
戯
作
本「
向
井
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
」な
ど
を
閲
覧

五輪日本選手団がトレーニング

米
留
学
生
ら
図
書
館
で

若
い
う
ち
に
語
学
を
学
ぼ
う

砂山 充子 経済学部教授

スペイン語

▲ ブーニョさん（左）

ミュラーさんら

ー●１１●ー

▲

合
宿
所
と
な
っ
た
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
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